
－2－

１．問題

現在の多くの育児あるいは親子関係に関す
る専門書はもとより一般向けの育児書をひも
とくと必ずといっていいほど、子育てに関す
る問題が取り上げられている。そればかりで
はなく、本のタイトルそのものが、母子の育
児に対する専門的支援を冠しているものが少
なくないのが現状である。かつてこのように
子育てについて多くの問題が提起されたこと
があったであろうか。もちろん、医療の発展
が今だしであった時代には、出産時、あるい
は乳児期における死亡率は決して低くはなか
った。しかし、現代では、かつては考えられ
なかったほどの低体重のいわゆる極小未熟児
で生まれても正常に成長することができると
いう驚異的な医療の進歩によって出産時およ
び乳児期の死亡率は大きく減少した。山上憶
良の古の和歌を引用するまでもなく、「子ど
もは人類の宝」であるはずである。しかし、
今、子育てを放棄する親の存在が大きくクロ
ーズアップされ、改めて「親子関係とはどの
ようにあるべきなのか」、「母性とは何なの
か」、「社会の中で若い夫婦の子育てに対して
近隣社会はどのように変化してきたのか、あ
るいはどのようにあるべきなのか」という問
題が問い直されているのである。
現代社会における子育て支援は、各市町村

の行政機関において母子支援センターが設立
されている現状に見られるごとく、種々の問
題を抱える母親に対する支援の必要性から早

急に解決されるべき課題となっている。この
背景には次から次へとおこる幼児・児童の虐
待をはじめとして、親の遊興の間、車に閉じ
こめられたまま放置された結果としての幼
児・児童の衰弱による死、夜間に子どもを家
において親だけでパチンコや外食など遊興の
ための外出をしている間に失火から子どもが
焼死するなど、少子化という社会問題とは一
見矛盾する子どもに関する事件が連日報道さ
れており、痛ましいことと嘆いているのでは
済まない事態に陥っている状況にあることは
多くの学識経験者から指摘されている。さら
には、目的もないままに登下校（園）中に拉
致され殺害される事件は枚挙にいとまがない
ほど多発している。
子どもは人類の宝物と言う前述の歌人の短
歌を取り上げるまでもなく、日本のこれから
の高齢化している社会にとって今の幼児・児
童が主軸となって支える時代が遠からず到来
するのであり、子どもを健全に育成すること
は私たち成人に課せられている大きな使命で
あるといえる。
そこで本稿では、家庭をめぐる問題に対し
てどのように臨床発達心理学的支援をするこ
とができるのか、また、臨床発達心理学的支
援のための基礎となる要因はどのようなもの
なのかということについて稿を続けて検討を
行うことをめざす。そのために、まず、現代
社会の問題について、文献により考察し、続
いて実証的に幼児を育てている若い母親の子
育てに関わる家庭の状況と母親の持つ子ども
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観および育児態度との関連について実際に収
集した資料の分析、検討を行い、今後の研究
への契機とすることを目指す。

２．現代社会における育児を取り巻く社会的
諸問題

現代の子どもを取り巻く諸問題について取
り上げようとすると、乳児から青年にいたる
まで多くの問題が脳裏をよぎり、どのように
整理すれば考え得るのか、どのような立場で
捉えるべきか非常に苦慮する。そこで、文献
および経験に基づきながら発達に添って考え
ることにする。

１）乳・幼児期についての問題
乳幼児期については、虐待の犠牲となるこ

とが最近マスメディアで騒々しく取り上げら
れているが、虐待は近年非常に大きな社会問
題になってきた。虐待については、虐待の形
態および虐待者の要因について種々問題とさ
れているが、個々の事例ではその原因となる
社会的背景、心理的問題などは様々であり、
防止のための原因論を一義的に言及すること
はできない。子育ては人類だけでなく多くの
動物の雌が本能的に子どもの出産とほぼ同時
に個体の保存と種の保存の本能に根ざして行
う行動であるということができる。
Portmann, A.（1961）の指摘を待つまでもな
く、動物の中で人間は早産であり生存に対し
て「未熟」で「無能力」のままに生まれ出る
数少ない種である。そのために、非常に長い
期間にわたって親が子どもを育てないと成熟
した存在としての人間になることができない
のは自明のことである。柏木（1998）は「子
の長期養育は種としての特徴にもとづくゆえ、
人間に等しく避け難い必然である」（p8）と
言及し、人類の生活の歴史、異なる社会を広
くみわたしたとき、「誰が、いつまで、どの
ように、何を」子の養育として投資するか、

つまり子との結合・分離の様態は質量にわた
り多種多様であることを指摘している。
Mead, M.（1965）の「男性と女性」の関係、
子育て、生活における役割についてのサモア
諸島の種族の研究を待つまでもなく、社会・
文化の様態により子育ての主体、方法は異な
っているのである。逆に言えば、多くの動物、
特に野生であるか飼育されているかに関係な
く四足獣の場合には生まれたら即座に自力で
生きるために立ち上がり自ら親の乳房にたど
り着いて自分でお乳を吸うことができないと
生存できないという厳しい生の営みの中に生
きている。それらの動物に比べて人間の子ど
もは誕生時からそれが誰であれ養育者の手厚
い愛情に満ちた保護と養育を受けながら生命
を維持してもらっていくという恵まれた育ち
の中で生の営みを始めるのが当然と思われて
きた。しかし、遡れば、1980年代には、「コ
インロッカーベビー」と呼ばれる事件が多発
するという事態が起きるようになった。性に
関する考え方が若年層から中高年層に至るま
で日本社会において大きく転換をしはじめ、
いわゆる「フリーセックス」という言葉が誤
解されて氾濫し、性産業が林立しだした時代
である。その中で、正しい教育による避妊の
知識もないままに妊娠・出産をして育てるこ
ともできないまま「コインロッカー」内に赤
子を放置するという多くは若者達の起こした
ものであった。以後、これに類する事件は形
態こそ変わっても決して消失することなく発
生しているのが現状である。歴史的にみれば、
貧しさのために「間引き」「子捨て」の風習が、
ある地方で行われていた時代もあったのは事
実である。しかし、現代のそれは経済的な理
由ではないこと、多くは未婚の女性であるこ
となど非常に様態の異なる事件である。生ま
れでた命の大切さについては、事件が起きる
度にマスコミだけでなく、行政においても繰
り返し、「命の大切さ」の教育の必要性が叫
ばれる。しかし、実際にどのような対策が立
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てられ、どのように教育がなされているかと
いうことを検討するとその貧しさに震撼とす
る思いを抱くのが現状である。

２）児童期・青年期についての問題点
長崎（2002）は「今日の社会では子どもだ

けでなく、大人も自分の意志を発揮するより
は、他者の指示によって、行動せざるを得な
い状況に追いやられている」と問題提起をし
ている。現状を見ると、この提言は、小・中
学生だけでなく高校生・大学生の日常生活に
まで思い至ることである。足立（2005）は小
学生の放課後の過ごし方について小学校５、
６年生を対象に研究を行った。研究はまさに
小学生を対象にした異様な事件が多発してい
る時期であったこともあり、小学校からの一
斉集団下校という異常な状況も相俟って、特
に女子小学生は高学年であってもいったん帰
宅するとほとんど外で遊ぶということがない
という結果が見出された。放課後の家での過
ごし方の内容については、ゲームやテレビ鑑
賞などもあるが、「ごろごろしている」とい
ったいかにも現代を象徴するような過ごし方
もあり、現在文部科学省の健康診断および運
動能力・体力測定の結果として問題視されて
いる運動能力・体力の低下もさもあらんと思
われる結果が示された。男子は女子に比べれ
ば外で遊ぶという割合は多いが、山や広い野
原に恵まれている環境であるにもかかわらず、
公園など人の目の届くところが遊び場となっ
ており、年齢を超えて多くの仲間で泥だらけ
になりながら走り回り、あるいは木登り、基
地作りをするなどというようなかつての子ど
もの遊びはほとんど消失してしまっているこ
とも明らかになった。自分の意志を相手に伝
え他者の意志も理解することができること、
他者とルールを守ってつきあうことができる
対人スキルの欠如が、小学校だけでなく中学
校から大学まで児童、生徒、学生と接してい
る教師から指摘されているが、幼児期からの

遊びの中で形成される多くの人格形成の要因
は遊ぶことができない状況の中では当然発達
することができないのが現状である。
さらに、学校に行くようになると単に遊ば
ない、対人スキルが乏しいというだけでなく、
パーソナリティの側面から考えると、いわゆ
る「キレる」という日本語でしか表現できな
い攻撃行動、いじめ、不登校などの問題行動
がしばしば問題とされるようになっている。
いじめは攻撃的な行動の一種であるが、単に
攻撃的行動としてまとめてしまうには、あま
りにも多様な形態があり、学校教育の現場を
みるとき、キレる行動とは別にして考えるべ
き問題であろう。
不登校は、種々の形態に分類でき、また慢

性化すると単に心理的問題としてのみ扱うこ
とでは十分ではなく、医療との連携による治
療を必要とする問題になる。また、成人期に
おける引きこもりにまでなることも多々あり、
この問題については支援の方策も兼ねて稿を
改めることにする。
いずれにしても、現代の児童期から青年期
後期に至るまでの子どもたちに共通にみられ
る心理的問題として「無気力」という現象を
指摘できる。1970年代のいわゆる権力に対す
る異議申し立てあるいは抗議行動として起こ
った大学生を中心にした紛争（いわゆる大学
紛争）の一方的な権力による終結の後に青年
を支配した三無主義とか「しらけ」の時にみ
られた無気力とは全く異なる様相を呈した
「無気力」であるということができる。1970
年代の青年のしらけはおそらく不可能な目標
でかつ非常に過激な行動を伴った、しかし青
年期特有の理想主義に根ざす「革命による理
想的日本社会」の構築という目標の喪失によ
る無気力であったといえる。現代の青年は、
先述の長崎の指摘のように生きる目標を明確
に持てないままに他者からの指示により行動
している結果としての無気力であると考えら
れる。青年期の終結の指標であるはずの自我
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同一性およびそれにともなう精神的自立を達
成することもなく社会へ一応出て行く。しか
し、何を職業として選ぶのが自分に相応しい
のか、何が一番自分を生かせる生き方である
かというごとき問題に答えを持たないままで
社会人となっているのである。その結果がフ
リーターはおろかNEETという言葉でいわれ
る生き方しかできなくなるという結果を招く
ことになっているといえよう。

３）早期成人期
目標のないままに社会人となり、経済的に

も自立しきらないままに結婚する。すべての
人がこのような状態であるとはいえないが、
少なからずこのような状況で結婚をして夫婦
となるケースがある。その結果が盛大な結婚
式を挙げ、外国への新婚旅行から帰国して成
田での離婚という流行語にもなった現象を生
じることとなった。
離婚はしないまでも、未熟なままでの夫婦

生活の結果としての出産と子育ては、多くの
子育てにおける問題を生じることにつながっ
ている。
現代の女性は、雇用機会均等法の成立によ

るだけでなく、常勤での就職ではなくても、
種々の職域においてパートによる有職者が非
常に増加している。厚生労働省の実施した平
成14年度の第１回21世紀出生時縦断調査にお
いては47,010人を対象に調査した結果から子
どもが誕生１年以内の有職者の比率は24.6%
であるが、出生以前にパート勤めであった人
の大半が育児休暇の制度の適用がないために
やめざるを得なかった状況にあるものと思わ
れる。かつては、経済的理由から自宅での内
職という形態での仕事が多かったのに対して、
現在では保育所や幼稚園への託児の施設が増
加したことにより、一日のある一定の時間は
自分自身のための時間として使うことができ
るようになった。その時間をどのように過ご
しているかは別にしてかつて筆者が大学院生

と行った調査からパートにでることによる収
入の取得者が多くなっていることは都会だけ
でなく、地方においても明らかである。この
収入はかつての様に家計のためということだ
けではなくて、生活のゆとりのために使われ
ることが少なくないことも明らかである。自
分のみならず子どもにもブランドの服を買う。
あるいは子どもも髪の毛を赤く染めさらには
パーマでちりちりにして母親とおそろいであ
ることなど驚くに値しなくなった。親が子ど
もを囲い込んでいる現状がいろいろな場面で
見て取ることができる。
２、３歳児が公園で泥んこになって砂遊び
をしたり、ブランコや滑り台で遊ぶのではな
く、着飾って公園デビューをする時代である。
当然母親同士がベンチに座り、子どもたちが
遊ぶのを見守りながら、いろいろとお互いの
悩みを話しあったり、相談したりする。ある
いはそこへ近隣の子育てをある程度終えた主
婦が来て相談相手になるなどという光景はす
でに廃れてしまっているのが現状である。ま
た、現代の高層化した形態の住居では、隣の
人の顔さえも定かでないのが当たり前で、隣
同士のつきあいなどということはあり得なく
なってしまっている。筆者もほんの一時期マ
ンションといわれる高層の長屋に暮らしたが、
引っ越しの挨拶に行って出てきた住人はほん
の２、３人であり、そのようなことをするこ
と自体が無用であると管理人に言われて時代
性を痛感した。エレベーターの中で子どもを
見かけてもこちらからの挨拶の言葉に返すと
言うことはないままであるどころか、うっと
うしそうに顔を背けるということもたびたび
であった。地域支援の教育機能は失われてし
まっている。このような社会状況のなかで母
親はいったいどのような育児観を持ち、どの
ような態度で子どもを育てているのであろう
か。

02-井上 家庭への臨床～.indd   5 2006/06/30   10:37:11



－6－

３．幼児期の子どもを持つ母親の養育態度と
子ども観についての実証的研究

１）実証的研究の問題と目的
平成17年度の厚生労働省の発表によると、

出生率は1.29にまで低下したという報告であ
った。この現状は若い夫婦にとってもはや子
育てが“心から望むもの”ではなくなりつつ
あることの表れを示すものではないかと思わ
れる。菅原（1999）は長らく戦後世代の女性
にとって憧れの首位を占めていたはずのライ
フコース、つまり「寿退社」に続く真っ白い
ウエディングドレスを着ての結婚式、やがて
かわいい赤ちゃんをその胸に抱くということ
が夢でなくなってしまっているのではないか
と指摘している。
滋賀県教育委員会生涯学習課は平成12年３

月に「若者の結婚、育児、少子化問題に関す
る意識－少子化問題についての青年意識調査
結果から－」と題する資料を電子図書館に発
表している。調査対象は、20 ～ 39歳の男女
3,000人で平成12年２月２日～ 22日にかけて
郵送法で調査を行い1,465人からの資料が回
収された。その結果を見ると、“結婚に喜び
や希望を感じる”と応えた人は85.7%で、全
国調査（平成11年２月実施、総理府「少子化
に関する世論調査」20歳～ 39歳対象）の結
果の81.4%よりやや高いもののあまり差はみ
られなかった。また、既婚者と未婚者との比
較の結果は既婚者の方が93.1%であるのに対
して、未婚者は77.0%とかなり低いことが明
らかにされている。
逆に“結婚に負担を感じるか”という質問

に対しては滋賀県の結果では63.3%が感じて
いるのに対して、全国調査の結果では58.9%
と半数以上という高い結果であり、既婚者が
58.9%であるのに対して、未婚者は68.4%と高
い比率であった。子育てについてもいくつか
質問項目があるが、その中で“子育ては楽し
い？辛い？”という質問に対しては、楽しい

と感じ時が多いと応えた人が40.0%であるの
に対して、楽しいと感じる時と辛いと感じる
ときが同じくらいと応えた人が55.3%であり、
特に未婚者は31.1%しか楽しいと感じるとき
の方が多いと応えていない。この結果は男女
込みでの結果であり、男女別に比較してどの
ような結果であるかは明らかではないが、い
ずれにしてもかつてほど結婚に夢を持ってい
ない人が多いこと、特に子育てを楽しいもの
と感じるときが多い人が半数以下でしかも未
婚者に顕著であることは、今後の少子化をさ
らに推し進めることになることが窺え、早急
な対策を講じる必要性を感じる。どのような
対策が考えられるかは本稿の目的に合致しな
いので稿を改めることにする。
先述の厚生労働省の平成14年の調査では、
核家族において子育てを負担に思うことがあ
ると応えた割合は79.5%であり、中でも“自
分の自由な時間がもてない”“子育てによる
身体の疲れが大きい”“子育てで出費がかさ
む”などが上位に位置する理由としてあげら
れている。この中でも一番多かった“自分の
自由な時間がもてない”は男女ともに過半数
が指摘している。さらにこの調査において子
育ての悩み、不安の状況についての項目で、
あると応えた人が62.1%とないと応えた人の
37.8%よりもかなり多い結果であった。この
ような実態はここであげた以外にも各府県、
市町村で個別に行っており、さらにこれらの
調査に比べれば対象者は少数であるが、個人
で行った研究結果でもこれらの結果と同じよ
うな育児の負担感や不安、悩みなどの報告が
ある。
しかし、これらの調査は膨大な被験者を対
象にしているにもかかわらず、結果の表示が
実数と％のみであり、また、家の大きさ、同
居者などについては詳しく質問されているが、
男女（子どもにとっても父母）の比較とか、
他の要因との関係などについては全く検討さ
れていない。
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そこで、本研究においては、家族の状況要
因（子どもの人数、母親の就職の有無、年齢）
などとの関連から、母親の持つ子ども観と養
育態度がどのように関連しているかについて
分析を行い、幼児を育てている母親の養育支
援のための基礎的資料とするべく検討をする。

２）調査方法について
（１）調査対象と調査実施の方法
大阪府下の郊外の一都市の市立保育所２カ

所と私立保育園１カ所に通う親と子および園
庭解放で集まった親に質問紙を配布した。回
収した資料は250名であったが、その中の母
親の回答242名のみを分析資料とした。父親
の回答を省いたのは５名と少数であったため
である。また、不明が３名いたのでこれも省
いた。調査は2004年８月から９月にかけて、
調査目的を記した依頼文と調査用紙及び回収
用の封筒を園児に持ち帰らせるか、あるいは
調査実施者である筆者の指導していた学生が
直接園で母親に手渡す方法で行った。調査用
紙は各保育所の入り口に設置した回収箱に入
れるという方法で回収した。なお、調査実施
前に園の責任者とそれぞれ個別に質問項目の
内容について相談した後で、プライバシーの
厳守をはじめ、遵守すべきことについては調
査依頼書の形での書類を作成し提出した。

（２）調査用紙について
調査用紙は３部から構成されていた。１部

はフェースシートであり、子どもにとっての
回答者の続柄（父、母、その他）、回答者の
年齢、母親についてのみ職業の有無、子ども
の人数を質問した。２部は子ども観尺度であ
り、福丸・無籐・飯長（1999）が作成した22
項目をそのまま使用した。項目内容は「自分
の中で子どもをどのような意味を持つ存在と
して捉えているか」をはかるものである。質
問に対する回答は５件法で求めた。３部は育
児態度尺度であり、品川・品川（1992）の

「TK式幼児親子関係検査」から母親がどのよ
うに子どもに対して対応し働きかけをしてい
るかを測定する25項目で構成した。この尺度
についても５件法で回答を求めた。調査用紙
にはこの３部以外にも自由記述によって「育
児への日ごろ感じたり考えたりしているこ
と」についての回答を求めたが、回答者数が
少数であったために、本研究の分析には使用
しなかったため、説明を省いた。
なお、資料の分析については、フェースシ

ートに無回答の項目がある資料も有効なデー
タとして含めたために総人数は項目毎に異な
っている。

３）結果と考察
（１）調査用紙の項目の精査
①子ども観尺度について
子ども観尺度22項目について、SPSSを使

用して項目間の相関をピアソンの相関係数に
よって算出し、主成分法（バリマックス回
転）により抽出した。共通性、寄与率の減衰
状況、削除項目数、因子命名の最適性を考慮
して、２因子を採択した。採択の基準は因子
負荷量.450以上の項目である。この結果２項
目の因子負荷量が低いため削除した。この２
因子で全分散の35.744%が説明されている
（付表１参照）。
第１因子は、「子どもは自分の人生に充実

感をもたらす」「子どもは自分の人生を豊か
にする」「子どもは自分にとって生きがいで
ある」など12項目に高い負荷を示しており、
『子どもの大切さの自覚』と命名した。第２
因子は、「子どものために自分の行動がかな
り制限されている」「子育ては自分の自由な
時間を奪う」「子どもから解放されたいと思
う」などの７項目で構成されており、『子育
てに対する負担意識』と名づけた。クロンバ
ックの α 係数は.793、第２因子は.668であり、
項目内容の整合性についての信頼性は一応保
証されている。表１に示したようにこの２因
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子間の相関は－.20であり、項目内容から考
えると、子どもに対してはその存在の重要性、
あるいは意味を持つとともに、逆に子育てに
おける負担感も持っていることが示されてい
る。この２つの因子で子ども観の下位尺度を
構成した。

②親の養育態度尺度について
親の養育態度は25項目から尺度が構成され

ていたが、①の子ども観と同様にSPSSによ
りピアソンの相関係数を算出し、主成分法
（バリマックス回転）による因子分析を行っ
た。その結果、４因子を採択することがもっ
とも最適であることが判明した。因子抽出の
基準は.420以上の因子負荷量を単一に持って
いる項目であることであった。４因子で全分
散の44.282％を抽出した。25項目のうち２項
目の因子負荷量は採択基準に充たなかったた
め削除した。その結果親の養育態度尺度は23
項目で構成されている（付表２参照）。
第１因子は、「子どもを怒鳴りつけること

がある」「子どもに口やかましいほうである」
などの６項目であることから『専制的養育態
度』と命名した（ α 係数：.70）。

第２因子は、「子どもがだだをこねれば、
親が負けるほうである」「その時の気分によ
って、しつけ方法がかわりやすい」など親の
場当たり的な養育態度を示す７項目で構成さ
れており、『一貫性のない養育態度』を名付
けた（ α 係数：.61）。第３因子は、「よその
子に負けないようにと、励ましている」「親
のできなかった望みを、子どもに達成しても
らいたいと思っている」というごとき内容の
６項目からなっており、子どもの状態の認識
をしないで自分勝手な期待を押しつける態度
をあらわす内容であり、『過剰期待的養育態
度』とした。 α 係数は.54であった。第４因子
は、「子どもの手足や衣服の清潔について、
かなり気を配るほうである」「子どもに万一
のことが起こったらと思って、いつも心配し
ている」などの４項目であり、現在の子ども
を取り巻く状況から考えるとある程度は子ど
ものことについて用心をすることは必要では
あるがかなり過剰な反応の内容であり、『過
保護的養育態度』と命名した（ α 係数：.41）。
４因子の信頼性係数は.70から.41であり高い
とはいえないが、ある程度の信頼性は保証さ
れているものといえよう。また、表２から、
この４因子間の相関はかなり高いことが示さ
れた。先の文献あるいは資料でみたように、
現在の子育てを取り巻く状況はけっして安全
でも容易でもないことがこれらの養育態度の
分析からも明らかである。親の養育態度尺度
はこの４つの下位尺度で構成することとした。

表１　子ども観尺度内部相関

表２　親の養育態度尺度内部相関
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（２）養育者の属性
本研究においては、政府官公庁や自治体単

位で行われた調査とは異なり、個人情報の保
護のためおよび研究上の倫理のために、被験
者の属性や生活背景について詳細に質問する
ことは不可能であった。そこでフェースシー
トにおいて現状を知るために必要最低限の質
問４項目を尋ねた。
表３は、養育者の年齢分布である。この結

果から、保育園児の母親は31歳から35歳まで
の年齢の人が大半に近いことが明らかになっ
た。2002年の国立社会保障・人口問題研究所
の調査結果によれば、2002年第12回の9,921
人を対象にした調査結果では、男性の平均初
婚年齢29.4歳、女性の平均初婚年齢27.6歳と
晩婚化している。さらに、出生子ども数は平
均2.23人で最終的な子ども数は２ないし３人
で過去30年間ほとんど変化がないことが示さ
れている。本研究の対象者の年齢からみると
ほぼ結婚持続期間は３年から９年未満と考え
られ、この年齢での出生子ども数は平均1.71
人と年々低下傾向にあることが示されている。
この理由は様々あると思われるが、晩婚化は
当然の帰結として出生子ども数の減少につな
がっているものといえよう。
対象者となった主婦の職業の有無について

の分布を表４に示した。専業主婦よりは常勤
およびパートを合わせて何らかの形で仕事を
している人数の方がわずかに多いことが明ら

かになった。「その他」は、“不定期の在宅業
務”“育児休暇中”“派遣”などであった。先
述の国立社会保障・人口問題研究所の女性の
就業についての調査結果から、結婚５～９年
の主婦については、専業主婦が63.0%である
のに対して有職者は29.1%であり、本研究の
結果とは大きく異なる比率である。本研究で
は対象者が21歳から46歳までに分布しており、
結婚持続期間については質問できなかったた
めに結婚年齢ではなく子どもの年齢と現在の
対象者の年齢から予測してもっとも対象人数
比の多かった年齢層と結婚持続期間とを対照
して比較したが、先の調査においても専業主
婦の割合は結婚持続期間が長くなるほど減少
し、10 ～ 14年では専業主婦の割合は36.8%、
15 ～ 19年では22.7%となる。これは以前から
言われていた現代の夫婦の役割意識は弱まっ
ているとはいいつつも、子育てに対する母親
役割の意識が依然強く、少なくとも子どもの
年齢が小さいうちは母親が家で子育てに専念
する事が望ましいという考え方が根強く残っ
ている結果であると思われる。
表５、６は、対象者の年齢と子ども数およ

び職業の有無と子ども数の関係について示し
たものである。
対象者は、年齢を35歳以下と36歳以上で２
群に分割し、子ども数については１人と２人
以上で２群に分割した。
表５から上述のごとくの本研究の対象者は
35歳以下で子どもの人数が１人であるケース
がもっとも多く36歳以上で子どもが２人以上

表３　対象者の年齢分布

表４　主婦の職業分布
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のケースがもっとも少なかった。また、専業
主婦の68%が子ども１人なのに対して、有職
主婦の場合は子ども１人が46％で２人以上が
54%とほぼ同じ割合であった。この結果は子
どもの少ない主婦は年齢が35歳以下であり、
子どもが低年齢の間は主婦業に専念するとい
うタイプが多いという国立社会保障・人口問
題研究所の女性の就業についての調査結果と
同様の理由によるものと思われる。

（３）子ども観についての結果
養育者の中心である母親の持っている子ど

も観によって、子育ては楽しく意味あるもの
にもなるし、逆に苦痛に満ちた負担の多い仕
事にさえもなる。
表７は、子どもの人数と子ども観との比較

結果である。この結果から、子どもを育てる
ことに肯定的な意味を持ち子育てを大切なも
のと捉えているかどうかについてと子育てに
負担感を感じているかどうかについての間に
は、子どもの人数が何人であるかによって差
は見いだされなかった。子育ては３人育てて
初めて親としての余裕や楽しさを感じること
ができると昔から言い伝えられてきたが、事
情が大きく変化した現在では子どもが１人で
あるか複数人であるかによって子ども観にあ
まり大きな差は生じないものと思われる。
そこで、母親の年齢と子ども数とによって、
子ども観に相違があるか否かについての検討
を行った（表８）。その結果からも年齢およ
び子ども数によって、子ども観には全く相違
がみられないことが明らかになった。
次に、母親の職業の有無による子ども観の
相違について検討を行い、表９にその結果を
示した。子どもの人数が１人であるか２人以
上であるかによって有意な差はみられなかっ
た。これらの結果から、子どもの人数により
子ども観にはほとんど差がないことが明確に
なった。
さらに母親の年齢および職業の有無と子ど
も観について、分散分析により相違があるか
否かを検討した（表10）。その結果、母親の
年齢および職業の有無と子ども観にはほとん
ど数値的にも相違がみられないことが明らか

表５ 子どもの人数と年齢（人数） 表６　子どもの人数と職業の有無による分割

表７　子どもの人数による子ども観の比較

表８　母親の年齢と子どもの人数と子ども観との関係
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になった。
以上の結果から、子ども観は母親の生活に

関する諸要因と直接的な関連があるのではな
く、まだ種々言われている育児不安や子育て
に関する悩みなども、母親を取り巻く周囲の
状況によって規定されているものと思われる。
すなわち、いかに子どもは人生にとって大切
であると感じていても、身近に全く援助する
人がいなくて、若い母親が１人で養育をして
いるという状態では、何か育児に関する疑問
や問題が生じて即解決をしなくてはいけない
状況に直面しても、対応の手段について適切
な判断をすることが難しいのは自明のことで
ある。平成17年度の「国民生活白書のあらま
し～子育て世代の意識と生活」の第３章「子
どもを持つという選択」の中で、子育ての負
担感について、理想とする子ども数を持たな
い最大の理由が「教育のための費用がかか
る」という経済的理由であるが、心理的な理
由では「育児の方法がわからない」「子ども
の病気や発育のこと」など日常的な問題に関
するものがあげられている。また、専業主婦

については常に注意をしながら子どもと毎日
長時間接すること、体を休めることができに
くい状況への負担感があげられ、有職主婦に
おいては仕事と子育ての時間の調整に対する
負担感があげられており、本研究の第２因子
に抽出されている項目内容がそのまま子育て
に関する負担感の内容になっているが、第１
因子との差がほとんどないことから、本研究
の結果からはこれらのことがすべての主婦に
一様に該当するとは限らないものといえる。
本研究における対象は保育所へ通園している
幼児を持つ母親であったことから、少なくと
も子どもが通園している間は自分自身の時間
を持つことができる状態であることによって、
家で育児に専念する必要がある幼児期とは異
なる状況であることも大きな要因であろう。
さらには、保育所内での他の母親との交流あ
るいは保育士からの支援を受けることができ
るということも大きな要因であろうと思われ
る。

表９　職業の有無と子ども観との関係

表10　母親の年齢・職業の有無と子ども観との関係

地域支援センター起要第2号.indb   11 2006/06/26   13:20:56



－12－

（４）育児態度について
心理学の研究においては親の育児態度が子

どものパーソナリティ形成に直接的に関係し
ているとの結果がすでに事実として確定され
ているがごとく認識されていた。しかし、近
年になって社会状況、家族構成の変化などに
より、今まで言われてきた育児態度あるいは
母子関係の意味が大きく変換してきたことが
種々の文献で指摘されている。そこで、育児
態度がどのようになっているのかについて分
析を行った。尺度構成で示したように、養育
態度は決して理想的な養育態度を測定する内
容ではなく、多くの調査結果で示されている
ような、現代において問題と見なされている
ような態度を測定する内容であった。
ます、養育態度について子どもの人数によ

る差の分析を行った（表11）。平均値の差の
検定から、子どもの人数が２人以上の母親の
方が子ども１人の親よりも子どもに対して過
剰な期待をしているという統計的に有意な差
が示された。他の養育態度についての差は見
いだされなかった。
そこでさらに詳しく分析を行うために、母
親の年齢、子どもの数と養育態度の差につい
て分散分析を行い、４群間の多重比較を行っ
た。その結果、表12に示したように、厳しく
専制的な養育態度について、年齢が35歳以下
で子どもが１人の母親は年齢が35歳以上の母
親よりもきびしくないこと、および年齢が35
歳以下で２人以上の子供を持つ母親は年齢が
35歳以上で１人子の母親よりも専制的でない
ことが明らかになった。これらの結果から子

表11　子どもの人数による育児態度の比較

表12　母親の年齢・子どもの数と養育態度との関係について
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どもに対する養育態度は子どもの数よりもむ
しろ年齢が35歳以上であるということの方が
専制的養育態度をとることと関連していると
いえる。子育ては母親にとって非常に体力的
な強健さを必要とすることから、若い方が子
どもに対応する時に体力的には勝ると考えら
れる。その結果、年齢を重ねるに従って、子
どもに対する対応が口やかましく怒鳴ったり、
叱ったりすることが多くなるのであろう。
表13は、養育者の職業の有無と養育態度に

おける差について分析した結果である。この
結果から、職業の有無によって養育態度には
差が見られないことが明らかになった。
先述したように内閣府の白書では、職業と

子育ての両立の難しさについての指摘があっ
たが、少なくとも幼児を保育所にあずけるこ
とができている本研究の対象である母親につ
いてはある程度は両立ができているのではな

いかと考えられる。また、職業を持っている
場合での常勤よりはパートでの就業の割合が
多かったことから時間的に融通が利くことも
一因であると思われる。さらに詳しく検討を
行うために、母親の年齢・職業の有無で４群
に分割し４群間の養育態度の差について分散
分析を行った（表14）。この結果、「一貫性の
ない養育態度」と「過保護的養育態度」にそ
れぞれ５%水準での有意差が認められた。多
重比較からは４群間ではどの群間にも有意な
差はみられなかったが、数値的に検討を行う
と一貫性のない養育態度では年齢の若い専業
主婦が一番この養育態度の数値が高く他の３
群にはほとんど差がみられなかった。また、
過保護的養育態度にも５%水準で有意な差が
認められた。この群においても数値的には35
歳以下の専業主婦がもっとも過保護的でなく、
他の３群にはほとんど数値的に差がみられな

表13　職業の有無による育児態度に比較

表14　年齢・職業と養育態度との関連について
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かった。
これらの結果から、とにもかくにも35歳以

下の若い専業主婦は一人で子育てを行ってい
るために、子どもの時々の状態に応じてどの
様に対応をすればいいかについて確信が持て
ず、場当たり的な対処を行っているのではな
いかと思われる。子育てに対する支援につい
ては多くの資料や研究で言われている。数十
年前のように近隣の子育てをある程度終えた
経験者からの助言や手助けもなく、核家族で
あるが故に勤めに行っている夫からの手助け
も少ない状態で一人悩みながら子育てをして
いる若い主婦の様子がありありと思い描かれ
るのではないであろうか。さらには現在の35
歳以下の女性の大学進学率は30%以上に達し
ていたことを考え合わせると、多くの主婦が
高学歴であり子育てについて知識としては十
分とはいえないまでもある程度持っているが
ために、かつての女性のように親から子への
言い伝えと多くの兄弟の中で子育ての手伝い
をしながら学んだという経験から獲得した豊
かな知恵の欠如のために、却って現実に直面
して混乱をすることも予想に難くない。
最後に子ども観と親の養育態度との関連に

ついて検討を行った（表15）。この結果、子
ども観の肯定的側面である「子どもの大切さ
を自覚している」ことは、過保護的養育態度
と正の相関がみいだされ、「専制的養育態度」
および「過剰期待的養育態度」とは負の相関
が５%水準で示された。逆に否定的な子ども
観である「子育てに対する負担意識」は養育
態度の４側面と正の相関が見出された。これ

らの結果から、子どもをどのように意識して
いるかということと養育態度とは非常に大き
な関わりがあり、特に子育てを負担に感じて
いることとあまり望ましいとは思えない養育
態度とは大きな関わりがあることが明らかに
なった。
数井ら（1996）の報告によると、こどもの

しつけは、その方向性が一貫している方がい
いと言われているが実際のしつけは状況に合
わせて柔軟に対応している方が子どもによい
影響があることが報告されている。しかし、
本結果を見る限りにおいては柔軟性というよ
りは一貫性に欠けている場当たり的な対応で
あると考える方が実態に即していると思われ
る。

４．総括的討議

今回は子育てに関する臨床発達心理学的援
助方法がいかにあるべきかを考察するための
端緒として、養育者の年齢および子どもの人
数、就業の有無と「子ども感」「養育態度」
とに基づいて検討を行った。内閣府の白書を
はじめとして、政府官公庁においても都道府
県および市町村などの行政機関の関係部署に
おいても子育てに対する支援策についての提
案を行っている。例えば、群馬県では「子育
て家庭に必要なリフレッシュ」と題して当該
県の重点施策の一つとして、子育て家庭が安
心感を持って子育てをできることを目標に定
めて子育て環境実態調査を行い報告している。
その結果として就学前の子どもを在宅で子育
てをしている家庭に対して理由の如何を問わ
ず、１年間に24時間まで一時保育を利用でき
る「パパ・ママリフレッシュ切符」を配布し
た。また、子育て支援ネットワーク作りの必
要性については非常に多くの資料で指摘され
ている。しかし、実態としては地域における
ネットワークはどの程度作られているであろ
うか。相談窓口はどこにあるのであろうか。

表15　子ども観と養育態度との相関
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この様に実態について検討を行うとまさに
“言うは易く行うは難し”といわれる言葉が
そのまま当てはまるのが現状であるといえる。
子育て支援制度についての施策の一つである
子どものための環境が完備した保育所の不足、
地域社会の養育機能の低下をはじめ、制度的
にも不十分であるのみならず、支援に必要な
人材についても不足しているのが現状であろ
う。しかしこのままで放置しているべきでは
ない。すでに1980年代にはアメリカでは法律
面からの完備、行政における社会福祉の体制
およびケースワーカーを始め、医療関係施設
および医療関係者、専門的な臨床発達心理学
的支援者が連携して子育て支援を行っている
現状が国際応用心理学会で発表され、あまり
にも遅れている日本の実態と考え合わせて驚
異を感じた。今、社会福祉の制度および社会
福祉士はある程度活躍を始めている。しかし、
臨床発達心理士は一応資格化されたが、これ
から育てていかなければいけないのが現状で
ある。心理学の我々が果たさなければならな
い役割は非常に重大でかつ必要とされている。
そのために、必要な知識の習得だけでなく、
実際の現状を認識して、社会の中で諸機関と
連携して実践的に知識の習得をしていくこと
が早急に解決されるべき課題である。

付記　資料の収集に多大の協力をし、資料の
提供をしてくれた藤原由季子さんに心から感
謝をいたします。
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付表１　子ども観尺度因子分析結果
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付表２　親の養育態度尺度因子分析結果
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